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　令和７年第１回五木村議会定例会が３月７日（金）から３月14日（金）の８日間の日程で開催された。
　今回、議会に人事案件１件、条例の制定・改正案件４件、協定書の変更案件１件、財産処分の
案件１件、令和６年度補正予算案件６件、令和７年度当初予算案件10件の計23議案が上程された。
　第１日目は諸般の報告、提案理由の説明、議案審議、第２日、第３日は休会とした。第４日目
は５名の議員が一般質問を行い、村政のさまざまな課題について執行部を質した。第５日は開会
後に暫時休憩として、議員全員協議会を開催。令和７年度当初予算案の集中的な審議を行った。
　第６日から第７日までは議案審議を行い、最終日に討論、採決が行われ、全議案とも全会一致
で可決し、閉会とした。
　議決された令和７年度の一般会計当初予算額は40億7,152万１千円であり、歳入構成で基金か
らの繰入金が前年度に比較して約50％も増加しており、議会として、健全な財政運営を含め、予
算の効果的な執行と着実な振興計画の実施を村政に求めて行きたい。
（議決結果については全議案全員賛成であったので省略する。）

自主財源
14億2,029万8千円

（34.9％）

自主財源
14億2,029万8千円

（34.9％）

村税村税 寄付金寄付金
財産収入財産収入

繰入金繰入金

繰越金繰越金
地方譲与税等地方譲与税等

地方交付税地方交付税

国庫支出金国庫支出金

県支出金県支出金

村債村債

分担金,負担金,使用料,
手数料,諸収入

分担金,負担金,使用料,
手数料,諸収入

依存財源
26億5,122万3千円

（65.1％）

依存財源
26億5,122万3千円

（65.1％）

歳 入 総 額
40億7,152万1千円
歳 入 総 額

40億7,152万1千円

7,152万1千円
新年度

予算

【歳入】 (単位：千円　%）

区　分 今年度
予算額 構成比 対前年度

増減率
1 村 税 240,382 5.9 3.0
2 地 方 譲 与 税 99,487 2.4 1.6
3 利 子 割 交 付 金 15 0.0 △ 62.5
4 配 当 割 交 付 金 200 0.0 0.0

5 株式譲渡所得割
交 付 金 200 0.0 0.0

6 法人事業税交付金 1,900 0.0 0.0
7 地方消費税交付金 24,000 0.6 0.0
8 環境性能割交付金 3,680 0.1 15.7
9 地方特例交付金 1 0.0 0.0
10 地 方 交 付 税 1,150,000 28.2 △ 8.0

11 交 通 安 全 対 策特 別 交 付 金 1 0.0 0.0

12 分担金及び負担金 2,794 0.1 △ 4.4
13 使用料及び手数料 16,041 0.4 13.1
14 国 庫 支 出 金 277,471 6.8 △ 36.5
15 県 支 出 金 838,538 20.6 △ 26.6
16 財 産 収 入 26,993 0.7 △ 6.5
17 寄 附 金 41,502 1.0 0.0
18 繰 入 金 1,025,987 25.2 49.8
19 繰 越 金 50,000 1.2 0.0
20 諸 収 入 16,599 0.4 △ 31.6
21 村 債 255,730 6.3 △ 49.7

合　　計 4,071,521 100.0 △ 10.4
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議会費議会費

総務費総務費

民生費民生費

衛生費衛生費

商工費商工費

農林水産業費農林水産業費

教育費教育費

災害復旧費災害復旧費

公債費公債費

予備費予備費

土木費土木費

消防費消防費

歳 出 総 額
40億7,152万1千円
歳 出 総 額

40億7,152万1千円

40億３ 月
定例会

【歳出】 (単位：千円　%）

区　分 今年度
予算額 構成比 対前年度

増減率
1 議 会 費 56,500 1.4 0.4
2 総 務 費 691,789 17.0 △ 18.5
3 民 生 費 321,425 7.9 3.8
4 衛 生 費 222,815 5.5 △ 2.4
5 農 林 水 産 業 費 378,361 9.3 5.0
6 商 工 費 192,223 4.7 △ 42.1
7 土 木 費 779,512 19.1 86.0
8 消 防 費 94,380 2.3 △ 31.5
9 教 育 費 252,878 6.2 2.2
10 災 害 復 旧 費 681,517 16.7 △ 44.2
11 公 債 費 398,121 9.8 4.4
12 予 備 費 2,000 0.1 0.0

合　　計 4,071,521 100.0 △ 10.4

―　第１回定例会　議案　―
議　　　　　案　　　　　名

議案第3号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 議案第15号 令和６年度五木村情報通信事業特別会計補正予
算（第２号） 

議案第4号 地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例の制定について 議案第16号 令和７年度五木村一般会計予算 

議案第5号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員
の育児休業等に関する条例の一部改正について 議案第17号 令和７年度五木村国民健康保険特別会計予算

議案第6号 五木村一般職の職員の給与に関する条例等の一
部改正について 議案第18号 令和７年度五木村ダム対策事業特別会計予算

議案第7号
五木村議会議員及び五木村長の選挙における選
挙運動の公費負担に関する条例の一部改正につ
いて

議案第19号 令和７年度五木村介護保険特別会計予算

議案第8号 人吉球磨定住自立圏形成協定の一部を変更する
協定の締結について 議案第20号 令和７年度五木村代替地上下水道事業特別会計

予算

議案第9号 財産の処分について 議案第21号 令和７年度五木村後期高齢者医療特別会計予算

議案第10号 令和６年度五木村一般会計補正予算（第７号） 議案第22号 令和７年度五木村墓地公園特別会計予算 

議案第11号 令和６年度五木村国民健康保険特別会計補正予
算（第３号） 議案第23号 令和７年度五木村情報通信事業特別会計予算

議案第12号 令和６年度五木村ダム対策事業特別会計補正予
算（第２号） 議案第24号 令和７年度五木村簡易水道事業会計予算 

議案第13号 令和６年度五木村介護保険特別会計補正予算
（第３号） 議案第25号 令和７年度五木村農業集落排水事業会計予算

議案第14号 令和６年度五木村後期高齢者医療特別会計補正
予算（第１号）
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令和７年　第１回臨時会

令和７年　第２回臨時会

工事請負契約の締結を可決
　令和７年第１回五木村議会臨時会が１月23日（木）に開かれ、議案第１号工事請負契約の締結について（林
道入鴨線災害復旧工事）、議案第２号五木村一般会計補正予算（第６号）を議会にて審議した。これらの議案に
ついて全会一致で可決した。（議決結果については全員賛成であったので省略する。）

令和６年度の一般会計　47億2,714万 8千円
　令和７年第２回臨時会が３月28日（金）に開催された。今回議会に提案された議案は人事案件１件、工事契
約変更契約１件、補正予算案件２件の合計４つが上程された。

　牛草敏憲氏の監査委員再任および道の駅（物
産館）改修工事に1,329万5千円を追加し、１億
4,639万５千円とする工事請負変更契約について
審議を行い、全員賛成により同意・可決した。

　一般会計の補正予算案件は歳入歳出それぞれ
2,889万円を減額し、令和６年度の一般会計予算
の総額を47億2,714万8千円とする令和６年度五
木村一般会計補正予算（第８号）、令和６年度五木
村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）を審
議し、両予算案とも全会一致で可決し、閉会した。
（議決結果については全員賛成であったので、省
略する。）

藤本新一氏を追悼して
　去る３月13日、令和７年第１回定例会の最中、私たちの同僚
であり、総務常任委員長の重責を担っていた藤本新一氏のあまり
に突然の訃報に驚かされました。
　藤本氏は平成21年８月４日の初当選以降、通算４期、15年７
か月もの議員活動で五木村の振興と発展を願い、活動に邁進して
おられました。そのような力強い同僚を失ったことは、私たち残
された議員にとっても大きな痛手でした。
　衷心より氏のご冥福をお祈りいたしますとともに、五木村議会
議員は藤本氏の分まで残された任期を、五木村の発展と振興に尽
力いたしてまいります。

リニューアルオープンした道の駅（山の幸）
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村政
を
問う
一般質問

大通トンネルの話はどうなっているか
木下村長　要望はしているが、作る・作らないは
　　　　　私が決めることではない

大
通
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
れ

ば
、
色
々
な
経
済
効
果
が
期
待
で

き
る
。
例
え
ば
企
業
誘
致
、
買
い

物
、
通
勤
、
観
光
客
の
誘
致
な
ど

人
吉
球
磨
全
体
の
振
興
策
に
も
大

き
な
期
待
が
で
き
る
。
今
ま
で
３

回
ほ
ど
質
問
し
て
い
る
が
、
未
だ

に
は
っ
き
り
し
た
返
事
を
も
ら
っ

て
い
な
い
。
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

五
木
か
ら
人
吉
方
面
や
五

木
か
ら
上
流
に
向
か
う
道
路
の
問

題
も
あ
り
、
今
協
議
中
で
あ
る
。

今
の
状
況
を
県
に
近
々
説
明
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
て
い

る
。

令
和
４
年
12
月
議
会
、
令

和
５
年
９
月
議
会
で
も
同
じ
よ
う

な
質
問
を
し
て
い
る
が
、
今
の
答

弁
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
内
容

だ
っ
た
。
村
の
振
興
策
の
中
で
も

道
路
の
問
題
は
最
優
先
で
は
な
い

の
か
。
本
当
に
や
る
気
が
あ
る
の

か
。

大
通
ト
ン
ネ
ル
が
必
要

と
い
う
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。熊
本
県
は
25
号
線
を
改
良
済

み
と
認
識
し
て
い
る
の
で
、作
る
・

作
ら
な
い
は
私
が
決
め
る
問
題
で

は
な
い
が
要
望
し
て
い
く
。

こ
の
よ
う
な
答
弁
で
は
意

味
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
し
、納
得

で
き
な
い
。い
つ
頃
ま
で
返
事
を

も
ら
う
の
か
。

県
と
協
議
を
し
な
が
ら
、

中
間
報
告
も
含
め
て
早
い
う
ち
に

と
思
っ
て
い
る
。ま
た
、こ
れ
か
ら

も
要
望
し
て
い
く
。

栗
鶴
に
計
画
さ
れ
て
い
る

小
水
力
発
電
所
の
計
画
の
規
模
と

発
電
し
た
電
気
の
使
い
道
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

令
和
７
年

度
で
小
水
力
発
電
所
を
整
備
す
る

事
業
所
を
公
募
し
、発
電
し
た
電

気
は
ピ
ッ
ト
制
度
。再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
に

よ
る
売
電
を
予
定
し
て
い
る
。

作
っ
た
電
気
を
業
者
が
売

電
し
て
い
た
の
で
は
村
の
メ
リ
ッ

ト
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。

固
定
資
産
税

が
入
っ
て
く
る
。
ま
た
地
区
の

方
々
が
発
電
所
の
管
理
を
す
る
な

ど
、
清
掃
委
託
の
仕
事
も
出
て
く

る
。

議
員

議
員

議
員

議
員

村
長

村
長

村
長

土
肥
整
二
ダ
ム
対
策
課
長

ここにトンネルを（田山議員提案）

五木村側

八代市側

議
員

ダ
ム
対
策
課
長

田山 淳士 議員
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振
興
計
画
に
つ
い
て

五
木
村
は
急
激
な
少
子
高

齢
化
と
過
疎
化
が
進
み
、
若
者
の

人
材
不
足
、
そ
し
て
60
年
も
続
く

村
政
を
根
底
か
ら
揺
る
が
す
、
ダ

ム
問
題
で
計
り
知
れ
な
い
損
失
と

犠
牲
を
被
っ
て
い
る
。

　

村
民
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る〝
ひ
か
り
輝
く
〞若
者
が
集
う

振
興
計
画
が
あ
る
が
、
村
民
の
中

に
は
計
画
の
よ
う
に
行
く
の
か
不

安
に
思
わ
れ
て
い
る
方
も
い
る
が
。

流
水
型
ダ
ム
を
前
提
と
し

た
村
づ
く
り
を
始
め
て
実
施
計
画

を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

〝
ひ
か
り
輝
く
〞五
木
村
、

若
者
が
集
え
る
村
と
あ
る
が
一
口

に
言
っ
て
ど
ん
な
こ
と
か
。

誰
も
が
安

全
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
こ

と
で
す
。

水
源
地
域
対
策
特
別
措

置
法
の
活
用
に
つ
い
て

水
没
地
域
が
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
る
の
で
国
県
が
振
興
策
を
計

る
法
律
で
大
い
に
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。貯

留
型
ダ
ム
か
ら
流
水
型

ダ
ム
に
変
わ
っ
た
た
め
補
助
負
担

の
関
係
も
あ
る
。

村
民
の
安
全
安
心
に

つ
い
て国

県
の
計
画
で
は
竹
の
川

地
区
は
か
さ
上
げ
計
画
が
あ
る
が
、

他
の
地
区
に
も
危
険
箇
所
が
あ
る
。

各
地
区
を
つ
ぶ
さ
に
調
査
し
て
落

ち
度
の
無
い
よ
う
、
ま
た
40
年
前

に
計
画
し
て
い
た
五
木
ダ
ム
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
地

域
の
安
全
の
た
め
に
も
必
要
だ
。

保
全
治
山
事
業
で
取
り
組

ん
で
も
ら
う
。

県
道
宮
原
五
木
線
の

改
良
と
国
道
４
４
５

号
の
改
良
に
つ
い
て

県
道
宮
原
五
木
線
は
五
木

村
民
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
重
要

な
産
業
・
交
通
の
メ
ッ
カ
だ
。
こ

の
際
３
０
０
０
ｍ
く
ら
い
の
ト
ン

ネ
ル
を
早
急
に
実
現
す
る
よ
う
国

県
に
強
力
に
働
き
か
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
国
道
４
４
５
号

に
つ
い
て
も
早
急
に
改
良
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

引
き
続
き
国
県
に
担
保
を

取
っ
て
い
く
。

五
木
村
の
一
番
の
宝
は
何

か
。

豊
か
な
自

然
と
川
、
五
木
の
子
守
唄
等
で
す
。

子
供
で
す
。

昔
か
ら
万
の
倉
よ
り
子
が

宝
と
言
う
が
、
五
木
に
は
有
名
な
子

守
唄
が
あ
り
、
美
空
ひ
ば
り
、
五

木
ひ
ろ
し
な
ど
有
名
歌
手
が
歌
っ

て
い
る
。
ま
さ
し
く
五
木
の
宝
で

あ
り
、
誇
り
だ
。
も
っ
と
こ
れ
を

村
は
活
用
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

村
民
が
守
る
べ
き
唄
と
し

て
認
識
し
て
い
る
。

村
民
憲
章
に
つ
い
て

村
制
施
行
１
０
０
周
年
を

記
念
し
て
平
成
元
年
に
制
定
さ
れ

た
村
民
憲
章
を
教
育
長
は
ど
う
思

う
か
。

今
の
時
代
で
も
、
当
然

村
民
憲
章
が
掲
げ
る
テ
ー
マ
は
取

り
組
む
べ
き
内
容
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

村の現状と再生は
木下村長　振興計画を確実に進めていく

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

麦
田
健
一
郎
政
策
調
整
監

西
龍
三
郎
教
育
長

村政
を
問う
一般質問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

教
育
長

土
肥
整
二
ダ
ム
対
策
課
長

子守唄は五木の宝

西村 久徳 議員
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五
木
特
産
品
の
商
品
開
発

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

く
ね
ぶ
に

つ
い
て
は
村
を
上
げ
て
の
特
産
品

に
す
る
た
め
の
事
業
を
進
め
て
い

る
。
生
産
組
合
は
現
在
約
20
名
だ

が
、
生
産
規
模
に
差
が
あ
る
た
め

生
産
の
安
定
化
を
図
る
取
り
組
み

が
課
題
で
あ
る
。
く
ね
ぶ
の
特
性

を
調
べ
付
加
価
値
を
つ
け
た
様
々

な
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
子
別
峠
地
区
の
夏
秋
い
ち
ご
や

ぶ
ど
う
山
椒
な
ど
五
木
に
特
化
し

た
生
産
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
た

い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

も
含
め
、生
産
、加
工
、Ｐ
Ｒ
、指
導

に
携
わ
る
こ
と
の
で
き
る
人
材
の

募
集
や
確
保
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

昨
年
度
は
６

名
の
方
に
協
力
隊
と
し
て
活
動
し

て
い
た
だ
い
た
。
分
野
ご
と
に
特

化
し
た
人
材
の
募
集
と
確
保
に
つ

い
て
は
全
国
的
な
人
材
不
足
も
あ

り
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

買
い
物
困
難
者
の
支
援
の

あ
り
方
が
、
今
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
中
で
も
本
村
は
食

料
品
ア
ク
セ
ス
困
難
人
口
が
40
％

と
い
う
県
内
ワ
ー
ス
ト
１
位
と
い

う
状
況
に
あ
る
。
こ
の
重
大
課
題

に
対
す
る
本
村
の
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
と
現
状
を
伺
い
た
い
。

現
在
、
社
会
福

祉
協
議
会
に
よ
る
買
い
物
の
手
伝
い

を
お
願
い
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

の
直
接
的
な
買
い
物
支
援
は
村
と
し

て
行
っ
て
い
な
い
。

数
十
年
前
に
は
こ
の
よ
う

な
課
題
が
予
測
で
き
て
い
た
は
ず

で
あ
る
。
現
在
で
は
企
業
創
業
・

村
外
か
ら
の
新
規
参
入
・
後
継
者

が
い
る
事
業
者
に
対
し
て
の
支
援

に
補
助
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
る

が
、
既
存
商
工
業
者
に
対
す
る
公

的
な
支
援
が
少
し
で
も
あ
れ
ば
、

こ
こ
ま
で
村
内
の
商
工
業
店
が
少

な
く
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思

う
が
。

村
内
の
商
工
業
の
皆
さ

ん
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
厳
し
い

状
況
で
地
域
の
た
め
に
頑
張
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
と
理
解
し
て
い

る
。
買
い
物
困
難
者
に
つ
い
て
も

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
。

村政
を
問う
一般質問

村民の目線に立った課題解決を
木下村長　目に見えてわかるような取り組みの実現
　　　　　を目指す

土
肥
博
司
産
業
振
興
課
長

議
員

議
員

議
員

村
長

議
員

産
業
振
興
課
長

産
業
振
興
課
長

くねぶの搾汁作業の様子

移動販売のイメージ

中村 俊也 議員
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危機管理について
木下村長　管理機関と打ち合わせて

村政
を
問う
一般質問

巨
大
地
震
な
ど
の
対

策
に
つ
い
て

今
後
、
巨
大
地
震
（
南
海

ト
ラ
フ
地
震
）
人
工
衛
星
と
言
わ

れ
る
高
空
を
飛
翔
す
る
人
工
物
の

落
下
等
が
予
測
さ
れ
た
場
合
の
備

え
は
。

南
海
ト
ラ

フ
に
つ
い
て
は
、
国
が
地
震
防
災

対
策
の
推
進
に
特
別
措
置
法
と
い

う
の
を
作
っ
て
お
り
、
五
木
村
は

そ
れ
に
該
当
し
て
い
な
い
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い

て
は
、
今
後
20
年
30
年
の
間
に
起

き
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
と
国

の
方
も
出
し
て
お
り
、
い
ろ
い
ろ

な
対
策
が
今
取
ら
れ
て
い
る
。

緊
急
事
態
に
備
え
頑
丈

な
施
設
、
ま
た
は
多
目
的
シ
ェ
ル

タ
ー
、
特
殊
な
避
難
所
を
建
設
す

る
考
え
は
。

シ
ェ
ル
タ
ー
は
特

に
考
え
て
い
な
い
が
、
日
本
は
平

和
な
国
で
各
家
庭
に
シ
ェ
ル
タ
ー

を
作
っ
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
少

な
い
と
思
う
が
、
海
外
で
は
そ
う

い
う
例
も
あ
る
と
き
く
。

防
災
訓
練
に
つ
い
て

五
木
全
体
の
訓
練
の
実
施

が
必
要
と
思
う
が
、定
期
的
に
行
う

考
え
は
あ
る
か
。間

隔
は
開
く
が
、定

期
的
に
行
っ
て
い
る
。あ
と
消
防

団
が
山
林
火
災
の
中
継
訓
練
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

各
地
域
の
防
災
意
識
を
高

め
て
、村
を
上
げ
て
の
総
合
訓
練

的
な
自
治
体
・
警
察
・
自
衛
隊
合
同

の
防
災
訓
練
が
必
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。

議
員

議
員

議
員

総
務
課
長

総
務
課
長

村
長

村
長

竹
村
文
秀
総
務
課
長

シェルターのイメージ

強固な建物に避難するイメージ

園田 良治 議員
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村政
を
問う
一般質問

今後の交通体系は
木下村長　令和８年、９年度で確立していく

交
通
体
系
の
整
備
に

つ
い
て令

和
７
年
度
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運

行
計
画
は
。

瀬
目
、
下

梶
原
、
梶
原
、
宮
園
、
平
沢
津
、

小
鶴
間
を
従
来
通
り
時
刻
表
に
基

づ
い
て
運
行
す
る
。

児
童
生
徒

が
減
少
し
て
い
る
の
で
路
線
を
見

直
す
こ
と
も
考
え
て
改
善
し
て
い

き
た
い
。ス

ク
ー
ル
バ
ス
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
混
乗
を
運
用
し
て

い
る
が
、
デ
マ
ン
ド
方
式
の
連
絡

体
制
は
取
っ
て
あ
る
の
か
。

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
兼
ね
合
い

を
今
後
調
べ
て
い
き
た
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
利

用
者
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
き
た

の
か
。

現
時
点
で
は
ニ
ー

ズ
調
査
・
意
向
調
査
を
行
っ
て
い

な
い
の
で
、
４
月
に
意
向
調
査
を

行
い
た
い
。

令
和
８
年
か
ら
産
交
バ
ス

が
な
く
な
っ
た
時
の
人
吉
高
校
五

木
分
校
の
生
徒
の
交
通
手
段
を
ど

う
確
保
し
て
い
く
の
か
。

五
木
分
校
の
教
頭
先
生
に

も
意
見
も
い
た
だ
き
、
通
学
手
段

の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

く
ま
が
わ
鉄
道
の
復
興
は

高
校
生
の
通
学
の
確
保
が
優
先
と

い
う
が
、
五
木
分
校
の
生
徒
の
通

学
に
欠
か
せ
な
い
人
吉
五
木
間
の

公
共
交
通
機
関
の
確
保
を
望
む
。

人
吉
球
磨
の
交
通
体
系
協

議
会
が
あ
る
の
で
、
そ
の
中
で
高

校
生
の
通
学
と
公
共
交
通
の
確
保

を
令
和
８
年
・
９
年
で
行
っ
て
い

き
た
い
。

伝
統
文
化
の
伝
承
に

つ
い
て伝

統
文
化
の
伝
承
計
画
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

伝
統
文
化
の
伝
承

計
画
は
、現
在
具
体
的
に
は
な
い

が
、無
形
文
化
な
ど
の
保
存
対
策

と
し
て
各
団
体
へ
の
助
成
金
な
ど

で
支
援
し
て
い
る
。

地
域
の
季
節
ご
と
の
伝
統

行
事
の
伝
承
に
も
ア
ー
カ
イ
ブ
的

な
ビ
デ
オ
の
保
存
も
必
要
で
は
な

い
か
。

平
成
23

年
に
記
録
を
取
り
、Ｃ
Ｄ
化
し

て
保
存
を
行
い
、新
た
な
も
の

が
出
て
き
た
ら
現
地
へ
行
っ

て
撮
影
な
ど
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

旧
二
中
に
あ
る
文
化

財
の
行
先
は
検
討
し
て
い
る

の
か
。収
蔵
庫
の
計
画
は
。

現
在
旧
二
中
の
民

具
に
つ
い
て
は
、仮
と
い
う
こ

と
で
村
内
の
社
会
体
育
施
設

に
移
転
を
進
め
て
い
る
。今

後
、収
蔵
庫
の
建
設
に
つ
い
て
は

適
し
た
箇
所
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

焼
畑
の
伝
承
で
五
木
中
の

支
援
を
し
て
き
た
が
、今
後
は
ど

う
す
る
の
か
。指

導
の
先
生
の
お
か
げ

で
支
援
が
で
き
た
が
、来
年
度
も

教
育
活
動
の
中
に
活
か
せ
る
よ
う

な
方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
ゴ
ミ
の
収
集
分
別
に
つ

い
て
も
質
問
し
ま
し
た
）

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

西
龍
三
郎
教
育
長

村
長

村
長

総
務
課
長

総
務
課
長

教
育
長

教
育
長

教
育
課
長

竹
村
文
秀
総
務
課
長

山
尾
浩
二
教
育
課
長

梶原の太鼓踊り

早田 吉臣 議員
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　令和６年 11 月 26 日から 27 日にかけて、長い年月をかけて
完成した八ッ場ダムの地域振興策と現在の状況、流水型ダム
の特徴である低頻度冠水地域の状況を知るため、渡良瀬遊水
地の機能など調査視察をおこなった。
　視察研修を経て、議員からは道路などのインフラ整備のさ
らなる必要性や流水型ダムの特性と渡良瀬遊水地の機能の共
通性に着目して、頭地地区の冠水頻度を考慮した施設整備と
施設維持のあり方を検討するべきとの意見が出された。また、
将来を見据えた既存産業の発展と新たな産業基盤の整備な
ど、地域振興策の具体的な検討も急務であると確認した。
　以上を踏まえ、今回の研修で得た知見をもとに議会におい
ては国や県・執行部に要望や助言をしていくこととなった。

渡良瀬遊水地での研修

渡良瀬遊水地（緊急時にはこの全域が冠水する）

自治功労者表彰
　全国町村議会議長会および熊本県町村議会議長会の自治功労
の表彰者が発表され、本村議会からは以下の議員が表彰されま
した。

全国町村議会議長会自治功労者表彰
議員在籍27年以上の議員 田山淳士議員
議員在籍15年以上の議員 岡本精二議長
 藤本新一議員

熊本県町村議会議長会自治功労者表彰
正副議長として７年以上在籍の議員　岡本精二議長
議員在籍23年以上の議員 早田吉臣議員
議員在籍15年以上の議員 岡本精二議長
 藤本新一議員

　表彰は２月21日の熊本県町村議会議長会定期総会にて伝達さ
れ、令和７年３月７日の第１回定例会開会前に、岡本議長から
各議員に表彰状が渡されました。
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議会の動き（１月～３月）
４日 二十歳を祝う会（全議員）
５日 消防団出初式（全議員）
８日 定例議員全員協議会（全議員）
  定例郡議長会議（岡本議長）
  第１回広報委員会（全委員）

15日 経済常任委員会（全委員）
 第2回広報委員会（全委員）
 人吉下球磨消防組合定期監査（川邉議員）
19日 ウッドスタート（ヒストリアテラス五木谷）（岡本議長）
22日 例月監査（田山監査委員）
23日 議会運営委員会（全委員）
 第1回臨時会（全議員）
 第50回ダム対策調査特別委員会（全委員）
 第2回議員オンライン研修会（全議員）
 第3回広報委員会（全委員）
26日 県道25号線着工式（各議員）
27日 第4回広報委員会（全委員）
29日 球磨郡監査委員連絡協議会研修会（山江村）（田山監査委員）
30日 第51回ダム対策調査特別委員会（全委員）

５日 定例全員協議会（全議員）
  高知県議会特別委員会来村（岡本議長）
10日 人吉下球磨消防組合定期監査（川邉議員）

13日 定例郡議長会議（岡本議長）
14日 臨時全員協議会（全議員）
 下球磨議員研修会（山江村）（全議員）

17日 「学校へ行こうの日」（五木東小学校）（各議員）
18日 臨時全員協議会（全議員）
 第52回ダム対策調査特別委員会（全委員）
19日 人吉市議会・球磨郡町村議会合同研修会（錦町）（全議員）
20日 例月監査（田山監査委員）
21日 熊本県議長会定期総会　ホテル熊本テルサ（岡本議長）
27日 広域行政組合第1回定例会（田山・西村議員）
28日 議会運営委員会（全委員）
 人吉下球磨消防組合議会定例会・全員協議会（川邉議員）

１日 人吉高校五木分校卒業式（岡本議長）
５日 定例全員協議会（全議員）
  第53回ダム対策調査特別委員会（全委員）

  ６日 広域行政組合定期監査（田山議員）
７日～14日　第1回議会定例会（各議員）
  ９日 五木中学校卒業式（各議員）
11日 臨時議会全員協議会（全議員）
15日 沖鶴橋完成式（球磨村）（岡本議長）
21日 五木東小学校卒業式（全議員）
 例月監査（田山監査委員）
22日 いつき保育園卒園式（岡本議長）
25日 人吉球磨広域行政組合議会定例会（田山・西村議員）
 国・県・村確認式（各議員）
 定例郡議長会（岡本議長）
28日 第2回臨時会（全議員）

1
月

2
月

3
月

①
自
己
紹
介

　

昨
年
の
3
月
か
ら
端
海
野
キ
ャ
ン
プ

場
を
運
営
す
る
た
め
、
五
木
村
へ
移
住

し
ま
し
た
。「
合
同
会
社
な
ち
ゅ
ら
ら
」

を
立
ち
上
げ
、
キ
ャ
ン
プ
場
だ
け
で
は

な
く
Ｓ
Ｕ
Ｐ
や
シ
ャ
ワ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
な
ど
の
リ
バ
ー
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

②
五
木
村
で
の
過
ご
し
方

　

夏
は
、
だ
い
た
い
キ
ャ
ン
プ
場
か
川

に
い
ま
す
。
水
質
が
日
本
一
の
川
辺
川

で
Ｓ
Ｕ
Ｐ
す
る
の
は
最
高
に
気
持
ち
が

良
い
で
す
。
キ
ャ
ン
プ
場
で
も
森
の
中

で
椅
子
に
座
る
と
動
き
た
く
な
く
な
る

の
で
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
五
木
村
は

景
色
も
良
い
の
で
ド
ラ
イ
ブ
す
る
だ
け

で
も
楽
し
い
で
す
。

③
五
木
の
感
想

　

キ
ャ
ン
プ
場
を
経
営
す
る
こ
と
を
目

的
に
五
木
村
に
来
ま
し
た
が
、
五
木

村
に
つ
い
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
面
白
く 渕

ふちた

田　絢
あやね

音さん （頭地）

て
、
楽
し
く
て
来
て
よ
か
っ
た
な
と

思
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
来
た
時
に
は
な
じ
め
る

か
な
と
心
配
で
し
た
が
、
村
民
の
皆

さ
ん
が
あ
た
た
か
く
迎
え
入
れ
て
応

援
し
て
い
た
だ
き
、
い
ろ
ん
な
こ
と

に
挑
戦
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！

④
村
や
議
会
に
の
ぞ
む
こ
と

　

私
は
五
木
村
の
こ
と
を
よ
く
知
ら

な
い
の
で
村
議
の
方
と
お
話
が
で
き

る
機
会
が
あ
る
と
良
い
な
と
思
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
場
は
キ
ャ
ン
プ
以
外

の
使
い
方
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
う

の
で
、
五
木
村
の
こ
と
を
知
り
尽
く

し
て
い
る
村
議
の
方
と
お
話
で
き
た

ら
も
っ
と
面
白
く
て
楽
し
い
場
所
に

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

圏
外
の
携
帯
電
話
会
社
も
あ
る
の

で
キ
ャ
ン
プ
場
内
にW

i-Fi
が
あ
る

と
お
客
さ
ん
を
安
心
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
思
う
の
で
検
討
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
頑
張
り
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
端
海
野
キ
ャ
ン
プ
場
の
施

設
整
備
応
援
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
５
月
11
日
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
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７
月
に
発
行
予
定
の
「
や
ま
め
」
は
、

議
会
選
挙
の
た
め
お
休
み
し
ま
す
。
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五
木
村
議
会
広
報
委
員
会

　

委
員
長　

田
山　

淳
士

　

副
委
員
長　

園
田　

良
治

　

委　
　

員　

中
村　

俊
也

　

委　
　

員　

川
邉　

正
美

皆
さ
ん
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。
３
月
は
卒

業
式
・
退
任
式
な
ど
が

行
わ
れ
新
年
度
に
入

り
、
４
月
は
入
学
式
、

就
任
式
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

新
天
地
で
の
生
活
が
始
ま
り
、
希
望

に
満
ち
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

５
月
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、

そ
れ
ぞ
れ
旅
行
の
計
画
を
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
車
の
運
転
に
は

十
分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

園
田　

良
治

連載第５回

野々脇

野々脇地区
世帯数　６世帯
　男　　６人
　女　　７人

下谷地区
世帯数　21世帯
　男　　24人
　女　　22人

写真提供：
　　　　平山　光信 さん


